
一

（
四
〇
五
）

（
第
十
六
部
）

第
二
百
十
回

国　
　
　
会

参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号

令
和
四
年
十
一
月
十
一
日（
金
曜
日
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
五
分
開
会

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

　
　
　
　
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井　
準
一
君

　
　
　
　
理　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田　
昌
宏
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場　
成
志
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
猛
之
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
部　
賢
志
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本　
真
治
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
さ
や
か
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東　
　
　
徹
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
野　
喜
史
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
比　
聡
平
君

　
　
　
　
委　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木　
一
彦
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松　
　
健
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
明
良
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原　
大
介
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷　
政
幸
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
納　
理
緒
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本　
啓
介
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
佐
知
子
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　
　
章
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
山
ひ
ろ
え
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
沢　
高
徳
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
哲
也
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野　
六
太
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水　
貴
之
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村　
ま
み
君

　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
─
─
─

　
　
　
　
　
　
　
議
長　
　
　
　
　
　
　
尾
　
秀

君

　
　
　
　
　
　
　
副
議
長　
　
　
　
　
　
長
浜　
博
行
君

　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
─
─
─

　
　
　
事
務
局
側

　
　
　
　
　
　
　
事
務
総
長　
　
　
　
　
岡
村　
隆
司
君

　
　
　
　
　
　
　
事
務
次
長　
　
　
　
　
小
林　
史
武
君

　
　
　
　
　
　
　
議
事
部
長　
　
　
　
　
伊
藤　
文
靖
君

　
　
　
　
　
　
　
委
員
部
長　
　
　
　
　
金
子　
真
実
君

　
　
　
　
　
　
　
記
録
部
長　
　
　
　
　
中
内　
康
夫
君

　
　
　
　
　
　
　
警
務
部
長　
　
　
　
　
黒
川　
和
良
君

　
　
　
　
　
　
　
庶
務
部
長　
　
　
　
　
八
鍬　
敬
嗣
君

　
　
　
　
　
　
　
管
理
部
長　
　
　
　
　
相
　
達
也
君

　
　
　
　
　
　
　
企
画
調
整
室
長　
　
　
金
　
真
志
君

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

　
改
正
す
る
法
律
案（
衆
議
院
提
出
）

○
国
会
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
及
び
特
定
任
期
付

　
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
に
関

　
す
る
件

○
本
会
議
に
お
け
る
議
案
の
趣
旨
説
明
聴
取
及
び
質
疑
に

　
関
す
る
件

○
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に
関
す
る
協
議
会
の

　
設
置
に
関
す
る
件

○
本
日
の
本
会
議
の
議
事
に
関
す
る
件

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
た
だ
い
ま
か
ら
議
院
運
営
委

員
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

　
事
務
総
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

○
事
務
総
長（
岡
村
隆
司
君
）　
便
宜
私
か
ら
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
案
は
、
政
府
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
議
員
秘
書

の
給
料
月
額
の
一
部
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
そ
れ

ぞ
れ
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
本
案
に
つ
き
ま
し
て
御
意
見

の
あ
る
方
は
御
発
言
を
願
い
ま
す
。

○
清
水
貴
之
君　
日
本
維
新
の
会
の
清
水
貴
之
で
す
。

　
会
派
を
代
表
し
て
、
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
反
対
の

意
見
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
内
閣
委
員
会
の
所
属
が
長
か
っ
た
の
で
、
い
わ
ゆ

る
一
般
職
の
給
与
法
改
正
案
の
際
に
も
度
々
指
摘
を
し
て

き
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
本
法
案
の
ベ
ー
ス

と
な
る
人
事
院
勧
告
は
、
民
間
企
業
の
給
与
の
調
査
を
基

に
し
て
い
ま
す
が
、
調
査
対
象
と
な
る
民
間
企
業
は
、
企

業
規
模
が
五
十
人
以
上
か
つ
事
業
所
規
模
五
十
人
以
上
の

事
業
所
か
ら
選
ば
れ
て
お
り
、
全
国
で
三
百
万
社
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
中
小
零
細
企
業
は
調
査
に
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
対
象
者
に
非
正
規
労
働
者
は
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
正
規
雇
用
者
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
円
安
の
進
行
な
ど
で
物
価
の
上
昇

が
著
し
い
中
、
政
府
の
分
配
戦
略
に
は
所
得
の
向
上
に
つ

な
が
る
賃
上
げ
が
掲
げ
ら
れ
、
賃
上
げ
に
向
け
た
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
理
解
を
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
の
中
小
企
業
の
割
合
は
九
九
・
七
％
と

言
わ
れ
て
い
る
中
、
果
た
し
て
人
事
院
勧
告
が
民
間
企
業

全
体
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
り
、
そ
の
調
査
を
基
に
行
わ
れ
る
秘
書
給
与
等
の
改

正
に
つ
い
て
も
、
我
々
日
本
維
新
の
会
は
賛
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
秘
書
の
給
与
に
関
係
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
我
々
は
、
議

員
立
法
で
国
会
議
員
秘
書
交
通
費
適
正
化
法
案
を
国
会
に

度
々
提
出
し
て
い
ま
す
。
議
員
秘
書
の
通
勤
手
当
に
つ
い

て
は
、
一
般
職
の
公
務
員
と
異
な
り
、
通
勤
の
実
情
と
無

関
係
に
一
か
月
一
律
三
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
は
、
自
宅
と
勤
務
地
と
の
定
期
券
代
な
ど
、
実
際

に
掛
か
っ
た
費
用
の
み
支
給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
支
出
の
見
直
し
を
し
っ
か
り
と

図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
現
在
、
我
が
国
の
財
政
は
、
歳
出
が
税
収

を
上
回
る
財
政
赤
字
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、
令
和
四
年

度
末
の
公
債
残
高
は
一
千
二
百
兆
円
を
突
破
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
国
民
一
人
当
た
り
で
見
る
と
約
九
百
七
十
万
円

も
の
借
金
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
つ
て
財
政

難
を
理
由
に
人
事
院
勧
告
を
見
送
っ
た
昭
和
五
十
七
年
当

時
の
公
債
残
高
は
九
十
六
兆
円
で
し
た
が
、
現
在
、
十
二

倍
で
あ
る
一
千
二
百
兆
円
余
り
の
債
務
残
高
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　
国
民
の
負
担
が
増
え
続
け
る
中
で
、
た
だ
人
事
院
勧
告

に
従
い
秘
書
給
与
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
更
な
る
負
担

増
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
国
が
膨
大
な
借
金
、
返
す
べ
き

赤
字
国
債
を
抱
え
て
い
る
中
で
は
、
公
務
員
給
与
を
引
き

上
げ
る
前
に
、
ま
ず
は
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
を
削
減

す
る
な
ど
、
国
会
が
徹
底
し
た
身
を
切
る
改
革
、
行
財
政

改
革
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
の
意

見
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
他
に
御
発
言
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。
―
―
他
に
発
言
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
採
決
を

行
い
ま
す
。

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



二

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】

　
次
に
、
日
程
第
六
に
つ
い
て
、
外
交
防
衛
委
員
長
が
報

告
さ
れ
た
後
、
採
決
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
日
程
第
七
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
委
員
長
が
報

告
さ
れ
た
後
、
採
決
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
日
程
第
八
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
委
員
長
が
報

告
さ
れ
た
後
、
採
決
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
先
ほ
ど
本
委
員
会
を
議
了
い
た
し
ま
し
た
国
会

議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
の
緊
急
上
程
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
本
案
を

日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
す
る
こ
と
を
異
議
の
有
無
を

も
っ
て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
異
議
が
な
い
と
決
し
ま
す

と
、
議
院
運
営
委
員
長
が
報
告
さ
れ
た
後
、
採
決
い
た
し

ま
す
。

　
次
に
、
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に
関
す
る
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て
議
院
運
営
委
員
長
か
ら
御
報
告
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
日
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
起
立
採

決
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
議
事
を
終
了
い
た
し
ま

す
。
そ
の
所
要
時
間
は
約
二
時
間
四
十
分
の
見
込
み
で
ご

ざ
い
ま
す
。

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
た
だ
い
ま
の
事
務
総
長
説
明

の
と
お
り
本
日
の
本
会
議
の
議
事
を
進
め
る
こ
と
に
御
異

議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
異
議
な
い
と
認
め
、
さ
よ
う

決
定
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
予
鈴
は
午
前
九
時
五
十
五
分
、
本
鈴
は
午
前
十

時
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
暫
時
休
憩
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
午
前
九
時
四
十
五
分
休
憩

　
　
　
〔
休
憩
後
開
会
に
至
ら
な
か
っ
た
〕

　
　
　
　
　
─
─
─
─
・
─
─
─
─

　
　
　
〔
参
照
〕

　
去
る
九
日
、
尾

議
長
の
主
宰
に
よ
り
各
会
派
代
表
者

懇
談
会
が
開
か
れ
、
参
議
院
改
革
を
更
に
進
め
る
た
め
、

改
め
て
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に
関
す
る
協
議

会
を
設
置
す
る
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
本
委
員
会
の
理
事
会
に
お
い
て
協
議

い
た
し
ま
し
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま

す
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
要
綱
案
を
取
り
ま
と
め
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
要
綱
案
の
と
お
り
同
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
御

異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
異
議
な
い
と
認
め
、
さ
よ
う

決
定
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
次
に
、
本
日
の
本
会
議
の
議

事
に
関
す
る
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

　
事
務
総
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

○
事
務
総
長（
岡
村
隆
司
君
）　
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
の
議
事
は
、
最
初
に
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
の
趣
旨
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
日

程
に
追
加
し
て
提
出
者
の
趣
旨
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
異

議
の
有
無
を
も
っ
て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
異
議
が
な
い

と
決
し
ま
す
と
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
島
村
大
君
、
川
田
龍
平
君
、
山
本

博
司
君
、
東
徹
君
、
田
村
ま
み
君
、
倉
林
明
子
君
の
順
に

質
疑
を
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
日
程
第
一
及
び
第
二
を
一
括
し
て
議
題
と
し
た

後
、
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委

員
長
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
採
決
は
両
案
を
一
括
し
て
行
い

ま
す
。

　
次
に
、
日
程
第
三
及
び
第
四
を
一
括
し
て
議
題
と
し
た

後
、
内
閣
委
員
長
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
採
決
は
二
回
に
分

け
て
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
日
程
第
五
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
委
員
長
が
報

告
さ
れ
た
後
、
採
決
い
た
し
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
国
が
膨
大
な
借
金
、

返
す
べ
き
赤
字
国
債
を
抱
え
て
い
る
中
で
は
、
公
務
員
給

与
を
上
げ
る
前
に
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
、
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
な
く
し
て
我
が
党
は
両
規
程
に
賛
成
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
を
申
し
上
げ
、
反
対
の
意
見
表
明
と
い
た

し
ま
す
。

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
他
に
御
発
言
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。
―
―
他
に
発
言
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
採
決
を

行
い
ま
す
。

　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
総
長
説
明
の
と
お
り
改

正
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
〔
賛
成
者
起
立
〕

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
さ
よ
う
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
次
に
、
本
会
議
に
お
け
る
議

案
の
趣
旨
説
明
聴
取
及
び
質
疑
に
関
す
る
件
を
議
題
と
い

た
し
ま
す
。

　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
理
事
会
に
お
い
て
協
議
い
た

し
ま
し
た
結
果
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に

対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
つ
き
、
本
日
の
本
会
議
に
お
い
て
そ
の
趣
旨
説
明
を

聴
取
す
る
と
と
も
に
、
自
由
民
主
党
一
人
十
分
、
立
憲
民

主
・
社
民
一
人
十
五
分
、
公
明
党
、
日
本
維
新
の
会
、
国

民
民
主
党
・
新
緑
風
会
及
び
日
本
共
産
党
各
々
一
人
十
分

の
質
疑
を
順
次
行
う
こ
と
で
意
見
が
一
致
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
理
事
会
申
合
せ
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
御
異
議
な
い
も
の
と
認
め
、

さ
よ
う
決
定
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
次
に
、
参
議
院
の
組
織
及
び

運
営
の
改
革
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
件
を
議

題
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
案
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
〔
賛
成
者
起
立
〕

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
本
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
査
報
告
書
の
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

を
委
員
長
に
御
一
任
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ
よ

う
決
定
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
次
に
、
国
会
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
規
程
及
び
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
に
関
す
る
件
を
議
題
と
い
た
し

ま
す
。

　
事
務
総
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

○
事
務
総
長（
岡
村
隆
司
君
）　
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
件
は
、
政
府
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
国
会
職

員
に
つ
い
て
同
様
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
委
員
長（
石
井
準
一
君
）　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
御
意
見

の
あ
る
方
は
御
発
言
を
願
い
ま
す
。

○
清
水
貴
之
君　
日
本
維
新
の
会
の
清
水
で
す
。

　
再
び
、
会
派
を
代
表
し
て
、
国
会
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
規
程
及
び
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
案
に
つ
い
て
の
反
対
の

意
見
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
我
が
党
は
、
国
会
運
営
の
リ
モ
ー
ト
、
Ｉ
Ｔ
化

の
推
進
、
本
会
議
、
委
員
会
の
質
問
通
告
時
間
の
厳
守
、

国
会
の
業
務
全
般
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
の
国
会
改
革

を
提
言
し
、
実
行
し
、
古
く
効
率
的
な
慣
習
を
徹
底
的
に

見
直
し
、
結
果
、
無
駄
な
経
費
の
削
減
、
職
員
の
皆
さ
ん

の
働
き
方
改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。



三

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



四

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



五

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



六

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



七

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



八

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



九

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
〇

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
一

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
二

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
三

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
四

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
五

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
六

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
七

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
八

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



一
九

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



二
〇

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



二
一

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



二
二

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】



二
三

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】

　
　
　
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に
関
す
る
協
議

　
　
　
会
の
設
置
要
綱（
案
）

第
１　
名
称
及
び
目
的

　
　
　
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
を
調

　
　
査
検
討
す
る
た
め
、
参
議
院
議
長（
以
下「
議
長
」と

　
　
い
う
。）の
下
に
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に

　
　
関
す
る
協
議
会（
以
下「
参
議
院
改
革
協
議
会
」と
い

　
　
う
。）を
置
く
。

第
２　
構
成

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
は
、
協
議
員
15
人
以
内
を

　
　
　
も
っ
て
組
織
す
る
。

　
　

　
前
項
の
協
議
員
は
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会

　
　
　
に
お
い
て
協
議
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
議
長
が
委

　
　
　
嘱
す
る
も
の
と
す
る
。

第
３　
運
営

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
の
調
査
検
討
の
対
象
は
、

　
　
　
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に
関
す
る
次
の

　
　
　
事
項
と
す
る
。

　
　
　
①　
議
長
が
各
会
派
代
表
者
懇
談
会
を
開
い
た
上

　
　
　
　
で
又
は
独
自
に
、
必
要
と
認
め
て
付
議
す
る
事

　
　
　
　
項

　
　
　
②　
参
議
院
改
革
協
議
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
の
座
長
は
、
同
協
議
員
の

　
　
　
中
か
ら
議
長
が
委
嘱
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

　
議
長
、
副
議
長
及
び
議
院
運
営
委
員
長
は
、
随

　
　
　
時
、
参
議
院
改
革
協
議
会
に
出
席
し
、
発
言
す

　
　
　
る
。

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
は
、
必
要
と
認
め
る
者
か

　
　
　
ら
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
に
お
け
る
調
査
検
討
の
結

　
　
　
果
、
そ
の
意
見
を
決
定
す
る
に
は
、
全
会
一
致
と

　
　
　
な
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
こ
の
要

　
　
　
綱
に
定
め
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
は
、
国
会
法
に
よ

　
　
　
る
委
員
会
の
運
営
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

　
議
長
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
か
ら
調
査
検
討

　
　
　
の
結
果
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
各
会
派
代
表

　
　
　
者
懇
談
会
に
諮
り
、
適
切
な
措
置
を
採
る
も
の
と

　
　
　
す
る
。

第
４　
そ
の
他

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
は
、
議
院
運
営
委

　
　
　
員
会
の
決
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

　
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本

　
　
　
会
議
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

　
こ
の
要
綱
に
お
い
て「
各
会
派
代
表
者
懇
談
会
」

　
　
　
と
は
、
議
長
が
主
宰
し
、
副
議
長
、
各
会
派
の
代

　
　
　
表
者
と
議
院
運
営
委
員
長
が
出
席
し
て
従
来
慣
行

　
　
　
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
　
十
一
月
十
一
日（
金
）の
議
事
予
定

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

　
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
趣
旨
説

　
明
）

　
　
趣
旨
説
明　
加
藤
厚
生
労
働
大
臣

　
　
質　
　
疑　
島
村　
　
大
君（
自
）　
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
川
田　
龍
平
君（
立
）　
一
五
分

　
　
　
　
　
　
　
山
本　
博
司
君（
公
）　
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
東　
　
　
徹
君（
維
）　
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
田
村　
ま
み
君（
民
）　
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
倉
林　
明
子
君（
共
）　
一
〇
分

　
日
程
第
一　
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

　
　
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案（
内
閣

　
　
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
日
程
第
二　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
日
程
第
三　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院

　
　
送
付
）

　
日
程
第
四　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送

　
　
付
）

　
日
程
第
五　
ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル

　
　
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
法
律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
日
程
第
六　
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院

　
　
送
付
）

　
日
程
第
七　
競
馬
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内

　
　
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
日
程
第
八　
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内

　
　
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
　
（
緊
急
上
程
予
定
）

　
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

　
改
正
す
る
法
律
案（
衆
議
院
提
出
）

　
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に
関
す
る
協
議
会
の

　
設
置
に
つ
い
て
の
報
告

　
　
報　
　
告　
議
院
運
営
委
員
長　
　
石
井　
準
一
君

　
　
　
　
　
─
─
─
─
・
─
─
─
─

十
一
月
十
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

　
一
、
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
衆
）

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─



二
四

第
十
六
部　
　
議
院
運
営
委
員
会
会
議
録
第
七
号　
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日　
【
参
議
院
】

令
和
五
年
一
月
十
三
日
作
成　
参
議
院
事
務
局　
作
成
者　
第
一
法
規
株
式
会
社


